
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

高さ調節機能付き机上ラック（100-MR185シリーズ）組立説明書

完成図 組立て部品

★用意していただくもの・・・・・
　手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

Ver.1.0

総耐荷重　10kg

③天板×1枚

⑥スペーサー×４個

⑦アジャスター×４個

⑨六角レンチ（4mm）
×1本

⑧キャップ×2個

①サイドフレーム（上）
※シルバーが上です。

×2個

②サイドフレーム（下）
※黒が下です。
×2個

④リーンホースメントA×1本
※穴のある方がAです。

穴

⑤リーンホースメントB×1本

サイドフレーム（下）にアジャスターを取付けます。1

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（100-MR185Mなど）と上記の
　部品番号（①～⑬）と部品名（スペーサーなど）をお知らせください。
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使用ボルト

⑬ボルトD（黒）×2本〔1/4"×43〕

⑫ボルトC（シルバー）×2本〔1/4"×43〕

⑪ボルトB（黒）×2本〔1/4"×32〕

⑩ボルトA（シルバー）×4本〔1/4"×32〕

キャップを取付けます。2

⑦アジャスター

②サイドフレーム（下）
※図の向きでキャップを取付けます。

⑧キャップ
※図の向きで取付けます。

②サイドフレーム（下）



サイドフレームの片方にリーンホースメントBを
取付けます。4

リーンホースメントAを取付けます。5

サイドフレーム（上）を取付けます。3

もう1つのサイドフレームを取付けます。6

使用ボルト

⑫ボルトC（シルバー）〔1/4"×43〕

使用ボルト

⑬ボルトD（黒）〔1/4"×43〕

使用ボルト

⑫ボルトC（シルバー）〔1/4"×43〕

⑬ボルトD（黒）〔1/4"×43〕

ロック

ロック

❷レバーをロックします。❶サイドフレーム（上）を差し込みます。

サイドフレーム
※レバーが内側です。

①サイドフレーム（上）
※図の向きで差し込みます。
※奥まで差し込みます。

レバー

⑥スペーサー
※湾曲している方をサイドフレームに
　当てて取付けます。

⑫ボルトC（シルバー）
※ゆるめに取付けます。

⑫ボルトC（シルバー）
※ゆるめに取付けます。

④リーンホースメントA

⑥スペーサー
※湾曲している方をサイドフレームに
　当てて取付けます。

⑥スペーサー
※湾曲している方を
　サイドフレームに
　当てて取付けます。

⑥スペーサー
※湾曲している方を
　サイドフレームに
　当てて取付けます。

⑬ボルトD（黒）
※ゆるめに取付けます。

⑬ボルトD（黒）
※ゆるめに取付けます。

⑤リーンホースメントB
※レバー側に取付けます。

ロックを解除

レバー

※レバーのロックが解除されていることを確認します。

ロック



天板に取付けます。7 本体を起こして完成です。8

※最後に全てのボルトを
　締め込みます。

使用ボルト

⑪ボルトB（黒）〔1/4"×32〕

⑩ボルトA（シルバー）〔1/4"×32〕

CA/BC/RKDaC
〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

❷天板を任意の高さに調節します。

※本体を起こした状態では調節しないでください。
※左右のサイドフレームは同じ高さにしてください。

❶本体を横にして、レバーのロックを解除します。

ロックを解除

ロックを解除

ロック

ロック

❸レバーをロックして、本体を起こします。

③天板

③天板
※任意の高さで
　固定します。

※凹んでいる方が下です。

高さの調節方法

⑪ボルトB（黒）

⑪ボルトB（黒）

⑩ボルトA
（シルバー）

⑩ボルトA（シルバー）

⑩ボルトA（シルバー）

※サイドフレーム（上）を差し込む長さは
　8cm以下にしないでください。

8cm

＜前から見た図＞

サイドフレーム
（下）

サイドフレーム
（上）

上

前

ロックを解除

レバー ロック


